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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・今シーズンもインフルエンザの流行時季となりました。

現在、インフルエンザのワクチン接種を順次進めています。

インフルエンザ予防のために、手洗いと咳エチケットを徹底しましょう。
検査　佐藤氏より、インフルエンザ予防、ノロウィルス(食中毒予防)に関する啓蒙ポスターが張り出されています。スタッフの予防意識を高め、患者様へも注意を促していきましょう。
・教育委員会より第5回法人研修（特別講演）の資料について

11/3(金)の特別講演での資料ですが、PPTの枚数が膨大であった為、皆さまには一部分しかお渡ししていません。
下記フォルダ内に保存してありますので、各自ご確認をお願い致します。

多数の方が閲覧されると思いますが、くれぐれも削除しないでください。

【保存場所】

WIZ→委員会→教育委員会→H29年度教育委員会→
H29法人研修→第5回法人研修→講師資料

・受け持ち患者様の中で、インフルエンザ予防接種に家族様へ連絡が必要あってまだ連絡をしてないスタッフは早めに連絡をして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・曽我　正子様～15日より服薬自己管理が始まります。1日分からの開始となります。管理の状況を観察していきましょう。
・佐々木　淳様～歩行状態はほぼ以前に戻っているため、本日面会に来た母様へ車椅子の返却を依頼しています。本日持っていく事は出来なかった為、持って帰るのは来週となります。
・山口　富造様～本日、スタッフから次男様へ家電しています。
　　　　　　　　介護保険の結果については自宅に届いているかわからないとの事であり、郵便物を確認して頂くようお願いしています。

　　　　　　　　以前から市民病院や労災病院を受診されていますが、次の受診日についてはわからないとの事です。10/11に次男様が市民病院に薬を貰いに行ったが、処方するには当院の入院証明書が必要であるため貰えなかったと話されている(10/11に記録あり)。
　　　　　　　　次男様が以前持ち込みしたかばんに本人の携帯電話が入っており、その携帯電話は使用させてもよいと確認が取れました。また、そのかばんに30万円ほどの現金が入っていたため、スタッフ付き添いにて通帳に入れていましたが、次男様はそのお金から入院費を払ってほしいと希望されています。今まで入院費の支払い時間が間に合わなかったりしていたため、出来るのであれば本人とスタッフにて支払いをして欲しいとの事です。今後はスタッフ付き添いにて本人と現金を下ろして支払いする事にしています。
＜注目患者様評価＞
・内田　都影様～先日は朝から不機嫌さありましたが、本日は朝から眠さを訴え、SSTもスタッフの声掛けにてようやく起きて参加している状態でした。先日からお菓子の自己管理が開始となったことも考えられますが、比較的穏やかに過ごされています。他患者様との物のやり取りをすることは可能性としては考えられます。自己管理の状況を観察していきましょう。
・杉澤　恵子様～盗食、貰い食べ等カロリー制限ありながら自制が難しい様子見られています。貰って食べたりしている様子を見かけたら、注意・指導していきましょう。怒ると薬を飲まない等と言う事や対応的に難しい方ではあります。その時は反応し興奮しても後々に謝ってくる方ではあります。内服拒否時は様子観察の指示もありますので、介入していきましょう。
・五日市　規様～昨日深夜帯ではほぼ不眠、日中は壁を蹴るなどの行為が見られ、夜になるとスタッフの写真ボードをみてメモをする不審な行動あり、浅眠の様子も見られています。日中は叩く、蹴るような行為もなく、過ごされています。上記のような不安定な状態がある事は主治医へ情報提供済みです。現在、叩く、蹴るような行為は他者へ向かう事はありませんが、同室には過去に実際に他者を殴った患者様もいます。巡回時患者様の様子をよく観察し、病棟環境内で危険がないよう対応していきましょう。
・飯田　修子様～日中より内容の無い話掛けの多さが目立っており、本人自身その話掛けをやめる事が出来ず15:10継続指示レボトミン(50)1T内服しています。先日、準夜で他患者様に水を掛けたりトラブルがあったようです。症状の波という事も考えられますが、内服薬の調整も行っている現状です。密に観察行っていきましょう。
＜受け持ち患者支援検討＞
・千葉　光広様～倉庫の解約は済んでおり、そこに支払っていた分が入院のきっかけとなった損害を与えたアパートへの返済として進んでいきます。返済金額の目途がついたら施設への入所検討進めていきます。
・上野　千奈津様～自宅(相続等)関係の事は進捗不明です。本人はデイケアの見学を希望しており、体験利用と共に進めていきましょう。
・布施　邦雄様～主治医から本年度中に転院との方向性が出されています。実際の日取りについては、高松病院の返答待ちの状態です。
＜リハプロ意見＞
・リハプロに行っても座っているだけの患者様が散見される事
患者様個々に座っている理由がある場合がある。山口様であれば歩行時に眩暈を訴える方
であるし、あまり無理な運動は強いることは出来ない。北病棟としても高齢の方が増えて
きており、それぞれの患者様の理由を把握し個別的に対応していく必要があります。
